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本
稿
で
は
、
柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
資
料
の
う
ち
国
内
で
採
集
し
た
と
推
測
さ
れ
る
三
点
を
対
象
と

し
、
そ
れ
ら
を
採
集
す
る
に
い
た
っ
た
背
景
を
推
認
し
、
柳
田
の
学
問
的
関
心
と
相
関
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
い
。
こ
の
三
点
の
採
集
時
期
は
一
九
〇
〇
年
代
（
以
後
一
九
〇
〇
〜
一
〇
年
の
範
囲

を
示
す
た
め
に「
〇
〇
年
代
」と
記
す
）と
思
わ
れ
る
。
〇
〇
年
代
は
、『
遠
野
物
語
』『
石
神
問
答
』『
後

狩
詞
記
』
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
柳
田
初
期
三
部
作
を
め
ぐ
る
博
物
学
的
関
心
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た

時
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
あ
わ
せ
て
大
学
卒
業
、
農
商
務
省
任
官
、
養
嗣
子
、
婚
約
と
い
っ

た
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
転
機
を
経
験
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
対
象
と
し
た
採
集
遺
物
三
点
そ
れ
ぞ
れ

に
貼
ら
れ
た
注
記
ラ
ベ
ル
か
ら
は
、
産
業
組
合
関
係
の
全
国
を
め
ぐ
る
講
演
旅
行
の
過
程
や
早
稲
田

大
学
で
農
政
学
の
講
義
を
持
っ
て
い
た
時
期
で
の
採
集
と
読
み
と
れ
る
。
〇
〇
年
代
は
農
政
官
僚
と

博
物
学
的
関
心
の
深
化
と
人
生
の
転
機

採
集
遺
物
三
点
と
柳
田
國
男
の
一
九
〇
〇
年
代

T
he D

evelopm
ent of K

unio Yanagita’s Interest in F
ield Studies and the Turning P

oint in H
is L

ife : F
ocusing on H

is T
hree A

rchaeological 
A

rtifacts and H
is L

ife in the F
irst D

ecade of the 2
0

th C
entury

W
A

D
A

 K
en

は
じ
め
に

❶
一
九
〇
〇
〜
一
〇
年
に
お
け
る
柳
田
の
足
跡
と
採
集
遺
物

❷
〇
〇
年
代
の
大
学
で
の
講
義
、
講
演
旅
行
と
交
差
す
る
採
集
遺
物
三
点

ま
と
め

和
田
健

し
て
の
仕
事
と
同
時
に
、『
石
神
問
答
』に
見
ら
れ
る
山
中
共
古
達
と
の
三
四
通
の
書
簡
の
や
り
と
り
、

十
三
塚
へ
の
興
味
関
心
そ
し
て
樺
太
旅
行
で
の
考
古
遺
物
の
採
集
を
行
っ
た
時
代
の
中
で
、
こ
の
考

古
資
料
三
点
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
〇
〇
年
代
は
日
露
戦
争
、
日
韓
協
約
と
韓
国
併
合
へ
の
道

筋
を
た
ど
る
、
日
本
が
外
交
上
大
き
な
う
ね
り
の
中
に
あ
っ
た
時
期
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
柳
田

自
身
は
官
僚
と
し
て
国
外
、
つ
ま
り
日
本
の
外
側
に
向
け
た
活
動
よ
り
も
、
日
本
の
国
内
、
日
本
列

島
に
住
ま
う
人
々
と
そ
の
歴
史
を
考
え
る
内
側
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
と
も
い
え
る
。
柳
田
國

男
旧
蔵
考
古
資
料
は
、
〇
〇
年
代
当
時
、
青
壮
年
期
の
柳
田
が
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
博
物
学
的
関
心

の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
博
物
学
的
関
心
、
一
九
〇
〇
年
代
、
養
嗣
子
、
初
期
三
部
作
、
産
業
組
合
講
習
会
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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
資
料
の
う
ち
三
点
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
採

集
す
る
に
い
た
っ
た
背
景
を
推
認
し
、
柳
田
の
学
問
的
関
心
と
相
関
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
い
。
こ
の
三
点
の
採
集
が
推
定
さ
れ
る
の
は
一
九
〇
〇
年
代
（
以
後

一
九
〇
〇
〜
一
〇
年
の
範
囲
を
示
す
た
め
に
「
〇
〇
年
代
」
と
記
す
）
で
あ
る
。
こ

の
時
期
の
柳
田
の
足
跡
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
で
見
ら
れ
る
背
景
を
整
理
す
る
も
の
と

す
る
。

　

柳
田
國
男
を
対
象
と
し
た
思
想
史
的
な
研
究
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
の
結
節
点

に
お
い
て
時
期
的
分
類
の
補
助
線
が
引
か
れ
る
。
柳
田
が
そ
の
と
き
に
何
を
志
向

し
、
そ
し
て
考
え
て
い
た
の
か
を
対
象
と
す
る
研
究
は
数
多
あ
り
、
補
助
線
の
引
か

れ
方
と
し
て
、
例
え
ば
農
政
学
と
そ
の
挫
折
と
民
俗
学
の
誕
生
と
い
っ
た
見
方
が
あ

る
）
1
（

。
ま
た
民
俗
学
誕
生
を
節
目
に
捉
え
る
見
方
も
あ
る
。
民
俗
学
を
組
織
化
し
て
い

く
柳
田
と
そ
れ
以
前
の
柳
田
の
思
想
を
分
析
す
る
指
標
と
し
て
、
山
人
論
や
考
古
学

的
な
興
味
と
総
合
さ
せ
て
捉
え
直
そ
う
と
い
う
見
方
も
あ
る
）
2
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
柳

田
が
農
政
官
僚
と
し
て
産
業
組
合
に
関
わ
る
講
演
会
で
全
国
を
旅
行
し
て
回
っ
た
の

は
〇
〇
年
代
で
あ
り
、
柳
田
の
思
想
的
歴
史
に
お
い
て
は
「
初
期
」
で
括
ら
れ
る
時

期
で
あ
る
。

　

そ
し
て『
後
狩
詞
記
』（
一
九
〇
九
年
）『
遠
野
物
語
』（
一
九
一
〇
年
）『
石
神
問
答
』

（
一
九
一
〇
年
）
の
初
期
三
部
作
は
、
ま
さ
に
〇
〇
年
代
に
お
け
る
学
問
的
関
心
か

ら
の
成
果
と
刊
行
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
大
学
卒
業
、
農
商
務
省
任
官
、
養
嗣
子
、
婚

約
と
い
っ
た
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
転
機
を
経
験
し
た
年
代
で
も
あ
る
。
そ
し
て
本
稿

で
は
多
く
を
ふ
れ
な
い
が
、
考
古
学
雑
誌
に
関
わ
る
活
動
そ
し
て
山
中
共
古
と
の
や

り
と
り
そ
し
て
樺
太
旅
行
と
い
っ
た
農
政
官
僚
と
し
て
は
幅
の
広
い
活
動
を
行
っ
た

時
期
で
も
あ
る
。
産
業
組
合
関
係
の
講
習
会
旅
行
と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
経
験
を

し
た
柳
田
の
〇
〇
年
代
は
二
〇
〜
三
〇
歳
代
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
留
意
し
た

い
。
そ
の
点
に
留
意
し
て
本
報
告
で
は
、
〇
〇
年
代
に
採
集
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
、
地
名
の
手
が
か
り
の
あ
る
注
記
の
あ
る
収
集
遺
物
三
点
を
考
察
す
る
。
〇
〇

年
代
の
比
較
的
長
期
間
の
旅
行
の
足
跡
を
中
心
に
、
郷
土
研
究
の
母
体
を
作
る
活
動

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
整
理
し
、
彼
に
と
っ
て
収
集

遺
物
を
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
手
に
し
た
の
か
を
推
認
し
、
そ
し
て
そ
の
持
つ
意
味
を

検
討
し
た
い
。

❶
一
九
〇
〇
〜
一
〇
年
に
お
け
る
柳
田
の
足
跡
と
採
集
遺
物

（
一
）
官
僚
任
官
、
養
嗣
子
、
結
婚
、
講
演
旅
行
、
信
州
と
の
関
わ
り

　

ま
ず
本
章
で
は
﹇
表
1
﹈
を
参
照
に
し
な
が
ら
柳
田
の
人
生
に
お
け
る
〇
〇
年
代

の
足
跡
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
す
で
に
柳
田
の
足
跡
に
つ
い
て
整
理
し
た
業
績
は

多
数
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
年
代
順
に
整
理
さ
れ
て
い
る
『
定
本　

柳
田

國
男
集
』別
巻
五（
一
九
六
九
年
）お
よ
び『
別
冊　

柳
田
國
男
伝
』年
譜（
一
九
八
八

年
）
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
年
）
二
五
歳

　

こ
の
年
ま
だ
旧
姓
で
あ
っ
た
松
岡
國
男
は
七
月
一
〇
日
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大

学
政
治
学
科
卒
業
す
る
。
そ
し
て
農
商
務
省
農
務
局
勤
務
と
な
り
、
農
政
官
僚
と
し

て
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
そ
し
て
九
月
に
早
稲
田
大
学
で
教
鞭
を
取
り
「
農

政
学
」
の
講
義
を
は
じ
め
る
。
こ
の
農
政
学
の
講
義
は
一
九
〇
四
年
ま
で
つ
づ
く
。

そ
し
て
こ
の
年
の
秋
に
は
柳
田
家
へ
の
養
嗣
子
が
決
ま
り
、
柳
田
家
と
の
往
来
が
始

ま
る
。

　

こ
の
年
に
は
卒
業
と
任
官
そ
し
て
自
ら
職
と
し
て
志
し
学
ん
だ
農
政
学
的
英
知
を

大
学
の
講
義
で
表
現
す
る
場
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
養
嗣
子
と
な
る
準
備
が

始
ま
り
、
ま
さ
に
柳
田
に
と
っ
て
は
、
人
生
の
大
き
な
節
目
と
な
っ
た
年
で
あ
っ
た
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［博物学的関心の深化と人生の転機］……和田 健

西暦 和暦 柳田の
年齢 柳田國男の活動（主として旅行を中心に） おもな政治的・社会的できごと

1900 明治33 25
（7月10日）東京帝国大学法科大学政治学科
卒業。／農商務省農務局勤務／秋に柳田家に
養嗣子になること決まる。／早稲田大学での
講義「農政学」始まる（～1904年）。

治安警察法制定。軍部大臣現役武官制。北進
事変。立憲政友会結成。この年資本主義恐慌。

1901 明治34 26

（5 月 4 日）柳田家の養嗣子として入籍するた
めの「引取式」行われる。
（5 月 29 日）柳田直平の婿養子として柳田家
に入籍。
（8月）小諸に島崎藤村を訪問。
（11 月～12 月）農会関係の講習会を目的に信
州を縦断する旅行（はじめて飯田を訪れる）。

八幡製鉄所操業開始。

1902 明治35 27 （8 月）農事試験場の視察を目的に東北旅行。

1903 明治36 28 （2 月）生家の福崎から山陽・関西方面の旅行。

1904 明治37 29 （4月 9日）婚約中であった柳田直平四女孝（19
才）と結婚。 日露戦争・第 1次日韓協約。

1905 明治38 30

（1 月）水戸，奈良へと産業組合に関する講演
旅行。
（8月）8 月 30 日～9 月 12 日，福島県各地産業
組合関係の講演ののち，猪苗代湖畔から安曇
郡三代村の馬市を見，勢至堂峠を越えて白川
へ。（この年旅行による自宅不在日数 94 日）
（9月 21 日）大学院満期除名の通知。
（10 月 30 日～11 月 12 日）愛知県下産業組合
役員協議会に産業組合中央会代表として出
席，講演ののち水利組合を見て回る。

日本海海戦・第 2次日韓協約（日韓保護条約）。

1906 明治39 31
（8 月 6～16 日）信州旅行。上諏訪―下諏訪―
別所―上田―磯部を回り帰郷。
（8 月 22 日～10 月 20 日）東北，北海道旅行そ
のうち 9月 12 日～10 月 2 日が樺太旅行。

鉄道国有法公布。満鉄設立。関東都督府設置。

1907 明治40 32

（5 月 19 日～6月 16 日）　新潟，山形，秋田，福
島を回り産業組合についての講演。
（9 月 6 日～9 日）信州 ･ 上州旅行。北佐久郡
御代田，志賀村そして藤岡―児玉―寄居を経
て帰宅。

第 3次日韓協約。第 1回日ロ協約。恐慌。

1908 明治41 33 佐々木喜善，柳田に遠野の話を始める。
（5月下旬～3ヶ月） 九州 ･四国の旅行。 日米紳士協定（移民協定）成立。

1909 明治42 34
（3 月）『後狩詞記』刊行。
（5月 25 日～7月 8 日）　飛騨，木曾，北陸路旅
行を経て生野，辻川（兵庫県，柳田の生家関係）
に寄る。

伊藤博文暗殺。

1910 明治43 35
（5 月）『石神問答』刊行。
（6月）『遠野物語』刊行。
（12 月）新渡戸稲造宅で郷土会開催。

大逆事件。韓国併合。

1911 明治44 36 （3 月 3 日）新渡戸稲造宅で郷土会開催。 工場法公布。第 2次条約改正（関税自主権の
回復）。辛亥革命。

表 1　柳田國男の 1900 年代と主な政治的・社会的できごと

＊柳田のことに関しては『別冊柳田國男伝』年譜，『定本』別巻五の年譜をもとに本文に関わる箇所を整理した。
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と
思
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
二
五
歳
で
あ
る
。

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
年
）
二
六
歳
―
初
め
て
の
飯
田
と
長
野
長
期
旅
行
―

　

こ
の
年
は
柳
田
に
と
っ
て
信
州
と
の
濃
厚
な
関
わ
り
が
始
ま
る
年
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
五
月
四
日
、
柳
田
家
の
養
嗣
子
と
し
て
入
籍
す
る
た
め
の
「
引
取
式
」
が
行

わ
れ
、
両
親
か
ら
実
娘
、
孝
が
國
男
の
許
嫁
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
。
こ
の
と

き
孝
は
一
六
才
で
あ
る
。
そ
し
て
五
月
二
九
日
、
柳
田
直
平
の
婿
養
子
と
し
て
入
籍

す
る
。
柳
田
國
男
の
誕
生
で
あ
る
。

　

そ
し
て
柳
田
家
の
あ
る
長
野
県
飯
田
市
へ
の
訪
問
を
含
め
て
、
一
一
月
か
ら
一
二

月
の
間
、
約
四
〇
日
に
わ
た
る
長
野
県
内
の
講
演
旅
行
を
行
っ
て
い
る（﹇
地
図
1
﹈

参
照
）。
産
業
組
合
関
係
の
講
演
会
、
農
事
講
習
会
で
あ
る
が
、
他
県
と
比
べ
て
長

野
県
内
は
ほ
ぼ
く
ま
な
く
巡
回
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
晩
年
に
記
さ
れ
た
『
故

郷
七
十
年
』
に
お
い
て
も
「
信
州
の
一
市
十
六
郡
の
う
ち
、
木
曽
一
郡
を
残
し
た
全

県
下
を
草
履
履
き
で
、
し
ん
み
り
と
歩
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
」
と
記
し
て
い

る
）
3
（

。
そ
の
行
程
に
つ
い
て
以
下
﹇
地
図
1
﹈
に
記
し
た
番
号
と
あ
わ
せ
て
長
野
県
内

の
旅
行
に
つ
い
て
、
そ
の
足
跡
を
箇
条
書
き
し
た
い
。
な
お
以
下
に
示
す
柳
田
の
行

程
に
関
わ
る
日
付
や
記
述
は
先
に
記
し
た
『
別
冊　

柳
田
国
男
伝
年
譜
』
を
下
敷
き

に
箇
条
書
き
し
、
現
在
の
行
政
町
村
名
を
括
弧
で
記
し
た
。
ま
た
筆
者
に
よ
る
加
筆

や
他
資
料
に
よ
る
関
連
す
る
記
述
は
註
の
方
に
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
一
一
月
一
一
日
）
①
足
利
を
発
ち
長
野
着
）
4
（

。
長
野
県
農
会
第
四
回
総
会
で
講
話
。

（
一
一
月
一
四
日
）長
野
市
城
山
館
）
5
（

 

に
お
い
て
「
産
業
組
合
に
付
て
」
を
講
演
。

（
一
一
月
一
五
日
）②
長
野
を
立
ち
北
須
坂
（
現
在
：
須
坂
市
）
に
向
か
う
。

（
一
一
月
一
六
日
）③
下
高
井
郡
中
野
（
現
在
：
中
野
市
）
に
行
き
、④
湯
田
中
（
現

在
：
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
）
の
温
泉
に
一
泊
す
る
。

（
一
一
月
一
七
日
）⑤
飯
山
（
現
在
：
飯
山
市
）
着
。

（
一
一
月
一
八
日
）⑥
豊
野
（
現
在
：
長
野
市
豊
野
町
）
か
ら
汽
車
で
長
野
に
帰
る
。

（
一
一
月
二
〇
日
）⑦
埴
科
郡
屋
代
（
現
在
：
千
曲
市
）
に
泊
ま
る
。

（
一
一
月
二
三
日
）⑧
南
佐
久
郡
臼
田
（
現
在
：
佐
久
市
）
泊
。

（
一
一
月
二
四
日
）⑨
早
立
、
本
牧
村
（
現
在
：
佐
久
市
、
そ
の
前
段
階
の
旧
町
名

は
北
佐
久
郡
立
科
町
）
ま
で
の
五
里
は
人
力
車
、
そ
れ
か
ら
中

山
道
を
歩
き
、
笠
取
峠
（
北
佐
久
郡
立
科
町
と
小
県
郡
長
和
町

と
の
境
）
を
越
え
、
⑩
和
田
（
現
在
：
小
県
郡
長
和
町
和
田
）

に
泊
ま
る
。

（
一
一
月
二
五
日
）⑪
下
諏
訪
（
現
在
：
下
諏
訪
町
）
ま
で
六
里
あ
ま
り
を
歩
き
⑫

上
諏
訪
（
現
在
：
諏
訪
市
）
に
泊
ま
る
。

（
一
一
月
二
七
日
）杖
突
峠
（
伊
那
市
高
遠
町
と
茅
野
市
の
境
界
）
を
越
え
⑬
高
遠

（
現
在
伊
那
市
）
着
。

（
一
一
月
二
八
日
）⑭
坂
下
（
現
在
伊
那
市
）
へ
向
か
う
。

（
一
一
月
二
九
日
）坂
下
よ
り
⑮
飯
田
（
現
在
：
飯
田
市
）
着
）
6
（

。

（
一
一
月
三
〇
日
）飯
田
繭
市
場
で
産
業
組
合
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
て
お
り
、

一
八
〇
名
の
聴
衆
が
参
加
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

飯
田
で
安
東
家
（
直
平
母
方
（
安
東
菊
子
）
の
親
族
）
の
や
っ

か
い
と
な
り
、
松
山
伯
母
な
ど
に
会
う
。
墓
参
な
ど
三
日
を
過

ご
す
。

（
一
二
月
二
日
）　

⑯
大
平
峠
（
南
木
曾
郡
南
木
曾
町
と
飯
田
市
の
境
）
を
越
え
木

曽
に
向
か
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
断
念
。

（
一
二
月
三
日
）　

⑰
坂
下
（
現
在
：
伊
那
市
）
に
戻
る
。

（
一
二
月
四
日
）　

⑱
塩
尻
（
現
在
：
塩
尻
市
）、
⑲
松
本
（
現
在
：
松
本
市
）
を

経
て
浅
間
温
泉
に
泊
ま
る
。

（
一
二
月
七
日
）　

松
本
を
立
ち
⑳
豊
科
（
現
在
：
安
曇
野
市
）
着
。

（
一
二
月
八
日
）　

豊
科
を
立
ち
㉑
大
町
（
大
町
市
）
に
向
か
う
。
こ
の
旅
の
帰
途
、

小
諸
に
立
ち
寄
り
島
崎
藤
村
と
会
う
）
7
（

。

（
一
二
月
一
〇
日
）長
野
に
お
け
る
講
演
を
終
え
る
。
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こ
こ
ま
で
の
長
野
県
内
の
旅
行
は
、
大
平
峠
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
ず
県
内
南
西

部
の
南
木
曾
郡
方
面
に
は
出
向
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、﹇
地
図
1
﹈
で
み
る

か
ぎ
り
北
は
現
在
の
飯
山
市
、
南
は
飯
田
市
に
い
た
っ
て
南
北
全
域
に
わ
た
っ
て
い

る
。
そ
し
て
飯
田
で
三
日
間
を
過
ご
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
柳
田
が
交
流
し
深

め
る
伊
那
の
郷
土
教
育
そ
し
て
松
本
で
の
胡
桃
沢
勘
内
氏
と
の
出
会
い
を
含
め
て
、

他
の
地
方
を
め
ぐ
る
講
演
旅
行
と
は
少
し
趣
が
違
う
長
野
に
お
け
る
郷
土
教
育
活
動

の
第
一
歩
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

一
九
〇
二
年（
明
治
三
五
年
）二
七
歳
〜
一
九
〇
四
年（
明
治
三
七
年
）二
九
歳
―
つ
づ
く

講
演
旅
行
、
ひ
ろ
が
る
活
動
と
博
物
学
的
関
心
―

　

柳
田
は
一
九
〇
二
年
、
東
北
を
中
心
に
講
演
旅
行
を
行
っ
て
い
る
。
八
月
八
日
〜

二
三
日
（
東
北
旅
行
）
農
事
試
験
場
な
ど
を
視
察
し
て
、
宇
都
宮
―
郡
山
―
若
松
―

山
形
―
高
湯
（
福
島
市
）
―
青
根
（
宮
城
県
柴
田
郡
川
崎
町
）
―
仙
台
―
一
ノ
関
―

中
尊
寺
―
平
（
福
島
県
い
わ
き
市
）
と
移
動
し
て
い
る
。

　

こ
の
年
の
柳
田
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
横
断
す
る
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
社
会
政
策
学
会
に
お
い
て
、
横
井
時
敬
、
持
地
六
三
郎
、
葛
岡
信
虎
と
と
も

に
鉱
毒
事
件
調
査
委
員
会
委
員
と
な
る
〔『
別
冊
柳
田
国
男
伝
』
一
一
頁
〕
こ
と
、
田

山
花
袋
、
国
木
田
独
歩
と
の
交
流
、
そ
し
て
先
述
し
た
早
稲
田
大
学
で
の
農
政
学
講

義
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

一
九
〇
三
年
の
講
演
旅
行
で
は
、
西
日
本
を
中
心
に
講
演
旅
行
に
行
く
と
同
時
に

生
家
も
訪
れ
て
い
る
。
以
下
旅
程
を
見
て
い
く
と
、
二
月
一
四
日　

小
作
争
議
視
察

の
た
め
岡
山
県
北
部
へ
出
発
し
て
、
二
月
一
五
日
姫
路
着
。
そ
し
て
生
家
で
あ
る
辻

川
（
現
在
：
兵
庫
県
神
崎
郡
福
崎
町
）
に
行
き
、
氏
神
と
墓
に
参
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
二
月
一
六
〜
一
九
日
に
は
岡
山
―
津
山
―
勝
田
―
倉
敷
を
歩
き
、
二
一
日
に
は
高

松
で
講
演
、
そ
し
て
二
二
日
に
は
岡
山
県
笠
岡
の
古
墳
を
見
る
。
こ
の
間
、
移
動
時

間
短
く
講
演
し
、さ
ら
に
生
家
訪
問
そ
し
て
古
墳
の
見
学
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

柳
田
の
こ
の
時
期
の
生
活
そ
の
も
の
や
学
問
的
関
心
を
象
徴
し
て
い
る
行
動
で
あ
る

よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
）
8
（

。

　

そ
し
て
一
九
〇
四
年
四
月
九
日
に
か
ね
て
よ
り
婚
約
中
で
あ
っ
た
柳
田
直
平
四
女

孝
（
一
九
才
）
と
結
婚
す
る
。

　

日
露
戦
争
が
始
ま
る
こ
の
年
ま
で
に
、
柳
田
は
卒
業
、
任
官
、
養
嗣
子
、
さ
ら
に

農
政
に
関
わ
る
官
僚
と
し
て
の
活
動
、
農
政
学
の
大
学
で
教
鞭
を
執
り
そ
し
て
結
婚

を
迎
え
る
〇
〇
年
代
前
半
を
過
ご
す
の
で
あ
る
。
こ
の
年
、柳
田
は
三
〇
歳
で
あ
る
。

一
九
〇
五
年（
明
治
三
八
年
）三
〇
歳
―
福
島
、
愛
知
三
河
旅
行
―

　

こ
の
年
農
商
務
省
の
嘱
託
と
し
て
出
張
が
命
じ
ら
れ
て
、
八
月
三
〇
日
〜
九
月

一
二
日
の
間
、
福
島
県
内
各
所
で
産
業
組
合
関
係
の
講
演
を
行
い
、
猪
苗
代
湖
畔
か

ら
安
積
郡
三
代
村
（
現
在
安
積
郡
湖
南
村
）
の
馬
市
を
見
学
し
て
、
勢
至
堂
峠
を
越

え
て
白
河
へ
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
道
筋
に
関
し
て
は
、
会
津
地
方
か
ら
中
通
り
に

か
け
て
、
現
在
の
国
道
二
九
四
号
に
沿
っ
た
行
程
が
想
像
さ
れ
、
県
内
の
西
か
ら
南

西
に
か
け
て
の
移
動
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
県
内
全
域
で
の
産
業
組
合
関
係
の
講
演

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
具
体
的
な
講
演
場
所
の
特
定
は
で
き
な
い
が
、
広
く
県
内

を
巡
回
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
こ
の
年
は
旅
行
に
よ
る
自
宅
不
在
日
数

九
四
日
と
あ
り
、
一
〇
月
三
〇
日
〜
一
一
月
一
二
日
に
愛
知
県
下
産
業
組
合
役
員
協

議
会
に
産
業
組
合
中
央
会
代
表
と
し
て
出
席
、講
演
の
の
ち
水
利
組
合
を
見
て
回
り
、

三
河
か
ら
遠
江
、
引
佐
郡
、
磐
田
郡
、
安
倍
郡
を
経
て
帰
京
し
て
い
る
。

一
九
〇
六
年（
明
治
三
九
年
）三
一
歳
〜
一
九
〇
七
年（
明
治
四
〇
年
）三
二
歳
―
信
州
、

東
北
、
北
海
道
へ
の
巡
回
そ
し
て
樺
太
旅
行
―

　

一
九
〇
六
年
柳
田
は
樺
太
視
察
旅
行
に
出
向
い
て
お
り
、
本
共
同
研
究
で
対
象
と

し
て
い
る
旧
蔵
考
古
資
料
も
そ
の
旅
程
で
入
手
し
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

樺
太
で
の
採
集
遺
物
の
分
析
は
、
本
共
同
研
究
関
係
者
の
分
析
に
ゆ
だ
ね
、
こ
こ
で

は
旅
程
を
年
譜
か
ら
拾
い
上
げ
た
い
。
ま
ず
八
月
六
〜
一
六
日
に
は
信
州
へ
旅
行
を

し
て
い
る
。
旅
程
は
「
上
諏
訪
―
下
諏
訪
―
別
所
―
上
田
―
磯
部
（
千
曲
市
）
を
回
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り
帰
京
」
と
あ
り
、
長
野
県
の
中
央
部
を
北
上
縦
断
し
な
が
ら
の
移
動
が
伺
え
る
。

そ
し
て
そ
の
約
一
週
間
後
、
八
月
二
二
日
〜
一
〇
月
二
〇
日　

東
北
、
北
海
道
旅
行

に
出
向
い
て
い
る
。
そ
の
う
ち
九
月
一
二
日
〜
一
〇
月
二
日
が
樺
太
旅
行
で
あ
る
。

八
月
二
四
日
に
は
盛
岡
そ
し
て
小
岩
井
農
場
（
岩
手
郡
雫
石
町
）
に
出
向
い
て
い

る
。
東
北
地
域
の
具
体
的
な
巡
回
地
名
は
こ
の
二
つ
の
み
の
記
述
だ
が
、
東
京
か
ら

札
幌
ま
で
で
一
週
間
の
移
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
域
を
隈
無
く
巡
回
す
る
に
は
厳

し
い
日
程
に
思
わ
れ
る
。
八
月
二
八
日
〜
九
月
九
日
に
は
札
幌
、
室
蘭
、
夕
張
、
釧

路
、
帯
広
、
旭
川
、
札
幌
、
小
樽
を
農
事
試
験
場
、
牧
場
な
ど
を
中
心
に
回
り
、
九

月
一
二
日
〜
一
〇
月
二
日
の
期
間
、
樺
太
視
察
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
。

　

一
九
〇
七
年
も
引
き
続
き
、東
北
、新
潟
そ
し
て
信
州
、上
州
旅
行
を
中
心
に
回
っ

て
い
る
。
五
月
一
九
日
か
ら
六
月
一
六
日
の
一
ヶ
月
は
「
新
潟
、
山
形
、
秋
田
、
福

島
を
回
り
産
業
組
合
に
つ
い
て
の
講
演
」
を
し
、
九
月
六
日
か
ら
九
日
は
信
州
・
上

州
を
回
っ
て
お
り
、
北
佐
久
郡
御
代
田
（
現
在
、
御
代
田
町
）、
志
賀
村
（
現
在
、

佐
久
市
志
賀
）
か
ら
上
州
に
抜
け
藤
岡
（
現
在
、群
馬
県
藤
岡
市
）、児
玉
）
9
（

、寄
居
（
現

在
、
埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
）
を
経
て
帰
宅
と
あ
る
。

一
九
〇
八
年（
明
治
四
一
年
）三
三
歳
〜
一
九
〇
九
年（
明
治
四
二
年
）三
四
歳
―
九
州
、

四
国
旅
行
そ
し
て
『
後
狩
詞
記
』―

　

樺
太
か
ら
戻
っ
た
翌
年
の
一
九
〇
八
年
、
九
州
、
四
国
の
旅
行
に
お
よ
そ
三
ヶ
月

（
五
月
二
四
日
〜
八
月
二
二
日
）
出
か
け
て
い
る
。
柳
田
曰
く
「
内
地
に
お
け
る
私

の
い
ち
ば
ん
長
い
旅
行
で
あ
っ
た
」〔『
故
郷
七
十
年
』〕
と
記
し
て
い
る
）
10
（

。
ま
た
こ
の

旅
程
で
得
た
こ
と
を
も
と
に
翌
年
『
後
狩
詞
記
』
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
定
本
の
年
譜
に
基
づ
い
て
行
程
を
記
し
た
い
。

「
六
月
二
日　

熊
本
、
阿
蘇
男
爵
に
招
か
れ
て
、
古
文
書
と
名
物
を
見
る
。
一
一
日

八
代
、
一
二
日　

熊
本
県
会
議
事
堂
で｢

農
界
の
危
機｣

を
講
演
。
一
六
日　

球
磨

郡
五
木
村
↓
人
吉
市
。」
と
熊
本
県
内
山
間
部
を
旅
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
二
〇
日

　

鹿
児
島
報
徳
会
で
講
演
。
二
二
日
〜
二
九
日　

鹿
児
島
県
下
巡
回
（
重
富
↓
蒲
生

村
↓
宮
古
城
村
↓
西
市
来
村
↓
下
伊
集
院
村
苗
代
川
↓
伊
作
村
↓
世
田
↓
枕
崎
↓

頴
娃
村
（
南
九
州
市
）
↓
指
宿
）」
と
鹿
児
島
県
内
を
広
く
周
遊
し
た
の
ち
に
七
月

一
三
日
に
宮
崎
県
椎
葉
村
を
訪
れ
て
い
る
。「
東
京
の
人
間
で
椎
葉
村
に
入
っ
た
の

は
私
が
最
初
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
が
、と
も
か
く
い
た
る
と
こ
ろ
で
歓
迎
を
受
け
た
」

〔『
故
郷
七
十
年
』〕
と
あ
り
、
椎
葉
村
村
長
も
羽
織
袴
で
迎
え
柳
田
も
紋
付
き
袴
で

あ
っ
た
こ
と
は
柳
田
の
旅
行
に
お
け
る
見
聞
を
す
る
姿
と
し
て
象
徴
的
な
表
象
と
し

て
扱
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の
の
ち
大
分
、
広
島
、
四
国
と
周
遊
し
て
帰
京

し
て
い
る
。

　

一
九
〇
九
年
に
は
長
女
三
穂
出
生
が
出
生
、
そ
し
て
三
月
一
一
日
に
は
『
後
狩
詞

記
』
を
出
版
し
て
い
る
。
長
期
の
旅
行
で
は
、
五
月
二
五
日
か
ら
七
月
八
日
ま
で
飛

騨
、
木
曾
、
北
陸
路
の
視
察
旅
行
と
生
野
そ
し
て
辻
川
と
柳
田
の
生
家
関
係
を
回
っ

て
い
る
。

（
二
）
〇
〇
年
代
の
講
演
旅
行
を
め
ぐ
る
重
層
し
た
博
物
学
的
関
心
の
展
開

　

こ
こ
ま
で
〇
〇
年
代
の
柳
田
の
長
期
旅
行
と
主
と
し
て
人
生
の
転
機
に
あ
た
る
で

き
ご
と
を
絡
ま
せ
な
が
ら
概
観
し
て
き
た
。
産
業
組
合
を
中
心
と
し
た
農
政
に
関
わ

る
講
演
旅
行
、
初
期
三
部
作
刊
行
に
至
る
諸
資
料
と
の
出
会
い
と
思
考
な
ど
、
種
々

の
関
心
を
拡
げ
、
博
物
学
的
関
心
が
深
化
し
た
時
代
で
あ
る
。
加
え
て
こ
の
〇
〇
年

代
で
は
信
州
と
の
関
わ
り
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
こ
と
も
大
き
い
。
柳
田
と
信
州
と
の

関
わ
り
に
関
し
て
も
ま
た
数
多
研
究
業
績
が
蓄
積
さ
れ
手
広
く
渉
猟
す
る
必
要
も
あ

る
が
、
こ
の
〇
〇
年
代
に
限
っ
て
は
胡
桃
沢
友
男
氏
の
『
柳
田
國
男
と
信
州
』
と
伊

藤
純
郎
氏
の
『
柳
田
國
男
と
信
州
地
方
史　
「
白
足
袋
史
学
」
と
「
わ
ら
じ
史
学
」』

と
関
連
さ
せ
て
〇
〇
年
代
の
意
味
づ
け
を
行
い
た
い
。
あ
る
意
味
で
こ
の
二
著
作
が

柳
田
の
〇
〇
年
代
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
の
で
は
と
筆
者
は
思
え
た
か
ら
で
あ

る
。

　

胡
桃
沢
友
男
氏
は
の
ち
の
柳
田
に
師
事
し
た
胡
桃
沢
勘
内
氏
の
子
息
で
あ
る
）
11
（

。
勘

内
氏
は
松
本
に
住
ま
い
、
の
ち
に
信
州
の
郷
土
研
究
の
草
分
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
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こ
ま
で
年
譜
な
ど
に
整
理
さ
れ
た
長
期
旅
行
に
お
い
て
も
信
州
の
旅
程
が
詳
細
な
の

は
、
柳
田
自
身
が
『
東
国
古
道
記
』
に
行
程
を
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
同
著
書
の
記
述
に
よ
る
も
の
も
大
き
い
）
12
（

。
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
信
州
特
に

伊
那
を
中
心
に
柳
田
は
信
州
の
郷
土
研
究
と
関
わ
り
、
そ
し
て
伊
那
民
俗
研
究
会
、

信
濃
教
育
学
会
と
郷
土
研
究
お
よ
び
教
育
の
基
盤
が
作
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
前
段
階

で
の
接
点
が
〇
〇
年
代
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
著
作
か
ら
も
伺
え
る
。

　

ま
た
伊
藤
氏
の
著
作
に
あ
る
副
題
「
白
足
袋
史
学
」
は
、
椎
葉
村
で
柳
田
を
迎
え

た
村
長
そ
し
て
柳
田
自
身
の
紋
付
き
、
白
足
袋
で
あ
っ
た
姿
を
表
象
し
て
名
付
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
伊
藤
氏
に
よ
る
柳
田
の
郷
土
研
究
に
対
す
る
命
名
で｢

ム
ラ

に
ま
な
ざ
し
を
む
け
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
に
目
配
り
を
し
て
ム
ラ
を
歩
き
な
が
ら
、｢

旅
人｣

の
目
か
ら｢

郷
土
人｣
の
目
に
変
わ
る
こ
と
な
く
、
ま
し
て
ム
ラ
の
実
態
に

ま
で
ま
な
ざ
し
が
お
よ
ば
ず
、
い
わ
ば｢

白
足
袋｣

で
し
か
ム
ラ
を
歩
け
な
か
っ
た

柳
田
の
郷
土
研
究｣

〔
伊
藤
二
〇
〇
四
年　

は
し
が
き
ⅶ
〕
と
い
う
意
味
合
い
を
持
っ

て
使
用
し
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
「
わ
ら
じ
史
学
」
は
、
例
え
ば
信
濃
史
学
会
の
基
礎
を
作
っ
た
栗
岩
英

治
氏
の
郷
土
調
査
（
自
ら
現
地
を
訪
れ
、
文
献
資
料
だ
け
で
な
く
、
非
文
献
資
料
、

考
古
遺
物
、
民
俗
資
料
に
も
目
を
配
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、｢
わ
ら
じ
を
履
い
た
史

学
者｣

に
よ
る｢

わ
ら
じ
史
学｣

と
対
照
的
に
と
ら
え
、
長
野
の
郷
土
教
育
が
ど
う

信
州
の
教
員
の
中
で
展
開
し
た
か
を
、
幾
多
の
信
州
の
研
究
者
を
題
材
に
記
さ
れ
た

著
作
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
柳
田
の
旅
行
に
よ
っ
て
得
た
学
的
関
心
と
そ
の
方
法
と
、
信
州
で
こ

の
の
ち
育
っ
た
郷
土
教
育
的
関
心
や
方
法
は
い
ち
が
い
に
優
劣
で
は
括
れ
な
い
が
、

信
州
に
お
け
る
郷
土
教
育
の
萌
芽
的
な
段
階
に
、
柳
田
も
ま
た
人
生
の
転
機
を
迎
え

る
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
伊
那
の
研
究
者
、
教
育
者
と
交
差
し
た
〇
〇
年
代
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

❷
〇
〇
年
代
の
大
学
で
の
講
義
、講
演
旅
行
と
交
差
す
る
採
集
遺
物

三
点

　

本
章
で
は「
柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
資
料　

八
二
点
」
の
中
で
、「（
一
）

A-

624-

1-

2（
打
製
石
斧
）」「（
二
）A-

624-

1-

3（
磨
製
石
斧
）」そ
し
て「（
三
）

A-

624-

2-

2
（
書
付
和
紙
）、A-

624-

2-

3
（
剥
片
）、A‒

624-

2-

4
（
自

然
小
礫
）」
の
三
点
を
対
象
に
、
柳
田
が
こ
れ
ら
を
採
集
し
た
背
景
を
推
し
量
っ
て
み

た
い
。
こ
の
三
点
は
国
内
で
何
か
し
ら
の
経
緯
で
採
集
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
遺
物
で
あ

る
。
ま
た
遺
物
そ
の
も
の
に
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
や
書
付
和
紙
か
ら
柳
田
自
身
の
筆
跡
と

見
ら
れ
る
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
ま
で
概
略
を
整
理
し
て
み
た
〇
〇

年
代
に
お
け
る
柳
田
の
活
動
の
中
で
採
集
遺
物
の
経
緯
を
推
定
し
て
み
る
こ
と
と
す

る
。

（
一
）
A‒

624-

1-

2
（
打
製
石
斧
）
に
つ
い
て

　
「
A‒

624-

1-

2
（
打
製
石
斧
）」
は
﹇
写
真
1
﹈
の
よ
う
に
赤
い
枠
の
ラ
ベ
ル

が
貼
ら
れ
注
記
さ
れ
て
い
る
。
注
記
は
三
行
縦
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
行
目

の
上
部
そ
し
て
二
行
目
の
真
ん
中
が
剥
が
れ
て
欠
け
て
い
る
。
た
だ
一
行
目
の
「
伊

那
」「
下
川
路
」
の
文
字
は
鮮
明
に
見
え
、ま
た
上
部
の
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
「
信
」

写真 1　A  ‒624‒1‒2（打製石斧）
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の
文
字
は
読
め
る
。
二
行
目
は
欠
け
て
い
る
箇
所
の
す
ぐ
下
は
不
鮮
明
だ
が
「
今
」

の
文
字
と
思
わ
れ
、
そ
し
て
は
っ
き
り
と
「
村
」
と
読
め
、
そ
の
下
は
「
原
山
」
の

文
字
が
見
え
る
。
三
行
目
は
「
上
柳
」
と
鮮
明
に
読
め
る
。
は
っ
き
り
と
読
め
る
箇

所
を
記
す
と
、

信
﹇　

﹈
伊
那
、
下
川
路

﹇　

﹈﹇
今
？
﹈
村
﹇　

﹈
原
山　

上
柳

地図 2　飯田市内旧下川路村圏内（国土地理院 2万 5千分の 1地形図「時又」）
あくまで仮説ではあるが，「村」の前が「今」と読めるならば，下川路圏内で今村とよば
れるところは現在の飯田線天竜峡駅西側付近となる。

と
な
る
。

　
「
下
川
路
」
か
ら
考
え
る
と
、
現
在
の
飯
田
市
川
路
﹇
地
図

2
﹈で
旧
下
川
路
村
の
範
囲
で
の
採
集
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
不
鮮
明
だ
が
、
村
の
前
の
字
が
「
今
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

字
今
村
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
確
定
す
る
に
は
躊
躇

す
る
。
ま
た
鮮
明
に
読
め
る
「
原
山
」「
上
柳
」
は
長
野
県
立

歴
史
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
る
「
長
野
県
の
遺

跡
」
に
あ
る
遺
跡
リ
ス
ト
中
か
ら
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の
名
称
が

か
か
っ
た
遺
跡
名
や
字
名
は
飯
田
市
川
路
圏
内
で
は
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
旧
下
川
路
村
圏
内
﹇
地
図
2
﹈
で
あ
る

こ
と
を
前
提
に
、﹇
今
？
﹈
村
と
い
う
文
字
に
着
目
し
た
な
ら

ば
、
下
川
路
圏
内
の
天
竜
峡
駅
近
く
が
「
今
村
」
の
字
名
で
あ

り
、
こ
の
周
辺
で
の
採
集
の
可
能
性
が
推
定
で
き
る
。

そ
こ
で
先
述
し
た
柳
田
の
長
野
県
、
特
に
飯
田
市
に
出
向
い
た

旅
行
を
記
す
と
、

（
ア
）
一
九
〇
一
年
の
旅
行

　

は
じ
め
て
飯
田
に
来
た
と
き
で
、
ま
た
長
野
県
一
帯
を
「
信

州
の
一
市
十
六
郡
の
う
ち
、
木
曽
一
郡
を
残
し
た
全
県
下
を
草
履
履
き
で
、
し
ん
み

り
と
歩
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
」〔『
故
郷
七
十
年
』〕
と
記
し
た
こ
と
や
飯
田
か
ら

大
平
峠
を
越
え
て
南
木
曾
方
面
に
向
か
う
予
定
で
引
き
返
し
た
こ
と
か
ら
、
柳
田
が

直
接
下
川
路
方
面
に
出
向
い
て
の
採
集
か
ど
う
か
は
判
別
し
が
た
い
。

（
イ
）
一
九
〇
六
年
の
旅
行

　

定
本
お
よ
び
別
冊
柳
田
國
男
伝
の
年
譜
に
も
「
上
諏
訪
―
下
諏
訪
―
別
所
―
上
田

―
磯
部
を
回
り
帰
京
」
と
あ
り
、
上
諏
訪
か
ら
北
上
し
な
が
ら
長
野
県
内
を
移
動
し
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東
京
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
伊
那
に
あ
た
る
飯
田
（
旧
下
川
路
村
方
面
）
は

立
ち
寄
る
道
筋
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
年
は
樺
太
旅
行
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
樺
太
で
も
考
古
遺
物
を
採
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
﹇
図
1
参
照
﹈、
石
斧
の
よ

う
な
遺
物
に
関
心
は
高
か
っ
た
時
期
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
ウ
）
一
九
〇
七
年
の
旅
行

　

同
様
に
年
譜
に
は
「
北
佐
久
郡
御
代
田
、
志
賀
村
か
ら
上
州
に
抜
け
藤
岡
、
児
玉
、

寄
居
」
と
あ
り
、
長
野
県
内
東
部
か
ら
群
馬
県
へ
と
抜
け
て
い
く
行
程
で
あ
る
。
こ

の
限
り
に
お
い
て
は
、
下
川
路
方
面
に
出
向
い
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
の
だ
が
、

完
全
に
否
定
も
で
き
な
い
。

　

〇
〇
年
代
に
限
ら
ず
こ
の
他
に
も
飯
田
方
面
に
出
向
い
て
は
い
る
が）13
（

 

、
同
じ
注

記
ラ
ベ
ル
の
枠
の
模
様
の
遺
物
（
例
え
ば
「
A-

624-

3-

4
」
な
ど
）
が
樺
太
旅

行
で
の
採
集
遺
物
の
も
の
と
同
系
統
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
〇
〇
年
代
の

採
集
で
あ
る
こ
と
は
推
し
量
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
注
記
ラ
ベ

ル
と
な
る
と
、
イ
あ
る
い
は
ウ
の
時
期
、
一
九
〇
六
〜
一
九
〇
七
年
に
出
向
い
た
と

き
の
採
集
で
あ
る
と
す
る
の
が
も
っ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
高
い
よ
う
に
思
え
る
の

で
あ
る
。

（
二
）
A‒

624-

1-

3
（
磨
製
石
斧
）
に
つ
い
て

　
「
A‒

624-

1-

3
（
磨
製
石
斧
）」
は
﹇
写
真
2
﹈
に
あ
る
よ
う
に
注
記
ラ
ベ
ル

が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
先
の
「
A‒

624-

1-

2
（
打
製
石
斧
）」
と
違
い
、
枠
の
模

様
が
な
い
ラ
ベ
ル
で
あ
る
。
注
記
は
三
行
だ
が
、
右
上
部
が
欠
け
一
行
目
の
上
の
部

分
が
欠
け
て
い
る
。
一
行
目
最
初
に
判
読
で
き
る
文
字
が
「
郡
」
そ
し
て
そ
の
下
に

図 1　A‒624‒3‒4（磨製石斧）
1906 年樺太訪問の際に採集したと思われる
が，注記のラベルのデザインが同じものが，
「A‒624‒1‒2（打製石斧）」にも使用されている。

写真 2　A‒624‒1‒3（磨製石斧）
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写真 3　現在の水稲荷神社

写真 4　早稲田大学早稲田キャンパス 9号館裏側
 （天台宗覚王寺から撮影）　

見
え
る
の
が
「
下
戸
塚
」
で
あ
る
。
二
行
目
の
ひ
と
文
字
分
は
欠
け
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、「
○
田
馬
場
」
で
あ
る
こ
と
と
三
行
目
の
「
水
稲
荷
境
内
」
と
は
っ
き
り
読

み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
稲
荷
神
社
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
二
行
目
の
欠
け
て

い
る
箇
所
あ
わ
せ
て
「﹇
高
﹈
田
馬
場
」「
水
稲
荷
境
内
」
と
読
み
取
れ
る
。
現
在
の

早
稲
田
大
学
の
あ
る
周
辺
（
高
田
馬
場
一
〜
三
丁
目
、
西
早
稲
田
一
〜
三
丁
目
）
は

一
九
七
五
年
新
宿
区
戸
塚
町
で
あ
っ
た
。
下
戸
塚
は
一
八
八
九
年
の
町
村
制
施
行
に

よ
り
戸
塚
村
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
戸
塚
村
は
南
豊
島
郡
で
あ
る
。
た

だ
し
そ
の
後
一
八
九
六
年
に
豊
多
摩
郡
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
左
一
行
目
の
欠

け
て
い
る
箇
所
は
「﹇
豊
多
摩
﹈

郡
」と
推
定
さ
れ
る
。し
た
が
っ

て
﹇
豊
多
摩
﹈
郡
下
戸
塚

﹇
高
﹈
田
馬
場

水
稲
荷
境
内

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
現
在
の
水
稲
荷
神

社
﹇
写
真
3
﹈
は
早
稲
田
大
学

と
換
地
を
行
い
、
一
九
六
三
年

に
遷
座
、
現
在
の
西
早
稲
田
三

丁
目
に
あ
る
。
も
と
よ
り
あ
っ

た
水
稲
荷
神
社
は
、
現
在
の
西

早
稲
田
一
丁
目
付
近
、
早
稲
田

大
学
九
号
館
裏
の
あ
た
り
に
該

当
す
る
﹇
写
真
4
﹈。
こ
こ
は

天
台
宗
覚
王
寺
と
も
接
し
て
い

る
場
所
で
あ
り
、
東
京
都
遺
跡
台
帳
に
よ
る
と
そ
の
九
号
館
付
近
の
遺
跡
は
「
西
早

稲
田
一
丁
目
遺
跡
」（
遺
跡
番
号
九
八
）
に
該
当
す
る
。
現
在
の
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ

ス
九
号
館
近
く
と
推
定
で
き
る
（﹇
地
図
3
﹈
参
照
）。

　

柳
田
は
早
稲
田
大
学
で
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
四
年
ま
で
農
政
学
の
講
義
を

行
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
に
も
と
の
水
稲
荷
神
社
の
敷
地
内
で
採
集
し
た

も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
三
）
A‒

624-

2-

2
（
書
付
和
紙
）、
A‒

624-

2-

3
（
剥
片
）、

A‒

624-

2-

4
（
自
然
小
礫
）
に
つ
い
て

　

先
の
二
つ
は
石
斧
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
A‒

624-

2-

3
」
は
剥
片
、

「
A‒

624-

2-

4
」
の
自
然
小
礫
の
小
さ
い
も
の
で
あ
る
。
採
集
時
期
と
し
て
推
測

さ
れ
る
の
が
こ
れ
ら
の
遺
物
を
包
ん
で
い
た
「
A‒

624-

2-

2
」
の
書
付
和
紙
﹇
写

真
5
﹈
で
あ
る
。
文
字
は
四
行
に
わ
た
り
鮮
明
に
読
み
取
れ
る
。
そ
こ
に
「
明
治

三
十
八
年
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

福
島
縣
伊
達
郡

半
田
村
大
字
南
半
田

高
飯
故
址
ノ
南
東
麓

明
治
三
十
八
年

　

伊
達
郡
半
田
村
は
現
在
の
伊
達
郡
桑
折
町
に
該
当
す
る
（﹇
地
図
4
﹈
参
照
）。
先

写真 5　A‒624‒2‒2（書付和紙）

1

2

1

2

0 1km

地図 3　早稲田大学 9号館と現在の水稲荷神社の位置
（国土地理院発行 2万 5千分の 1地形図「東京西部」）

1が早稲田大学 9号館，2が現在の水稲荷神社。1にかつて水稲荷神社があり，そこで採集されたものと思われる。
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［博物学的関心の深化と人生の転機］……和田 健

地図 4　福島県伊達郡郡町南半田地区周辺
（国土地理院発行 2万 5千分の 1地形図「桑折」）

南半田圏内は南東部中心になだらかな傾斜地となっている。遺跡の場所は
特定できないがこの傾斜付近での採集ではないかと推定される。

述
し
た
柳
田
の
講
演
旅
行
で
は
こ
の
年
（
一
九
〇
五
年
）
に
農
商
務
省
の
嘱
託
と
し

て
八
月
三
〇
日
か
ら
九
月
一
二
日
に
か
け
て
福
島
旅
行
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
年

譜
に
あ
る
地
名
と
し
て
は
「
勢
至
堂
峠
を
越
え
て
白
河
へ
」
な
の
で
、
こ
の
道
筋
に

関
し
て
は
、
会
津
地
方
か
ら
中
通
り
に
か
け
て
、
県
内
の
西
か
ら
南
西
に
か
け
て
の

移
動
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
、
半
田
村
は
白
河
よ
り
北
側
約
八
〇
キ
ロ
先
に
あ
り
道

筋
か
ら
す
れ
ば
外
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
福
島
県
内
全
域
で
の
産
業
組
合
関
係
の
講

演
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
具
体
的
な
講
演
場
所
の
特
定
は
で
き
な
い
が
、
広
く
巡

回
し
て
い
る
中
で
の
半
田
村
へ
の
訪
問
と
採
集
で
あ
っ
た
の
で
は
と
推
定
さ
れ
る
。

南
半
田
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
書
付
か
ら
は
明
確
で
は
あ
る
が
、
現
在
桑
折
町
で
登

録
さ
れ
て
い
る
遺
跡
台
帳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
に
は
大
字
南
半
田
圏
内
に
あ
る
一
四

の
遺
跡
か
ら
は
「
高
飯
」
の
名
称
や
小
字
の
地
名
に
あ
た
る
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
、

現
在
の
遺
跡
名
か
ら
は
特
定
し
が
た
い
。
た
だ
南
半
田
地
区
南
東
部
は
緩
や
か
な
傾

斜
地
で
あ
り
、
そ
の
圏
内
で
の
採
集
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め
―
博
物
学
的
関
心
が
深
化
す
る「
柳
田
國
男
の
〇
〇
年
代
」と
採
集

遺
物
の
関
わ
り
―

　

こ
こ
ま
で
柳
田
が
〇
〇
年
代
に
全
国
を
回
っ
た
講
演
旅
行
の
行
程
と
人
生
の
転
機

に
あ
た
る
で
き
ご
と
を
絡
め
な
が
ら
、
柳
田
旧
蔵
考
古
資
料
の
三
点
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
た
。
こ
れ
ら
三
点
の
遺
物
は
、
け
し
て
歴
史
上
特
筆
す
べ
き
考
古
資
料
と
は

い
え
な
い
が
、
柳
田
の
筆
跡
と
さ
れ
る
注
記
が
あ
り
、
本
人
に
と
っ
て
何
か
し
ら
の

問
題
意
識
、
関
心
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
採
集
の
背
景
に
つ
い

て
検
討
を
試
み
た
。

　

こ
こ
ま
で
概
略
し
た
よ
う
に
、
柳
田
の
〇
〇
年
代
を
以
下
の
よ
う
に

整
理
し
て
み
た
い
。

・
産
業
組
合
、
農
会
関
係
の
講
演
旅
行
と
人
生
で
関
わ
り
の
あ
る
場
所

（
生
家
で
あ
る
兵
庫
県
神
崎
郡
福
崎
町
、
養
子
先
実
家
の
長
野
県
飯

田
市
な
ど
）へ
の
訪
問
。

・
農
政
官
僚
と
し
て
の
活
動
と
共
に
は
じ
ま
っ
た
早
稲
田
大
学
で
の
農

政
学
の
講
義

・
人
生
の
転
機
（
任
官
、
養
嗣
子
、
結
婚
、
長
女
出
生
）
を
経
た
青
壮

年
期

・
柳
田
初
期
三
部
作
（『
後
狩
詞
記
』『
石
神
問
答
』『
遠
野
物
語
』）
に

関
わ
る
考
察
そ
し
て
刊
行
。

　

こ
の
四
点
に
留
意
し
て
旧
蔵
考
古
資
料
と
の
関
わ
り
で
簡
略
な
が
ら

ま
と
め
と
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
採
集
時
期
に
つ
い
て
は
福
島
県
伊
達
郡
半
田
村
（
現
：
桑
折
町
）
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注
記
の
「
A‒

624-

2-

2
（
書
付
和
紙
）」
に
「
明
治
三
十
八
年
」（
一
九
〇
五
年
）

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
樺
太
旅
行
で
採
集
さ
れ
た
考
古
遺
物
は
一
九
〇
六
年
で
あ
る

こ
と
に
関
連
し
て
樺
太
で
の
採
集
遺
物
に
貼
ら
れ
た
注
記
ラ
ベ
ル
と
同
系
統
の
も
の

が
長
野
県
下
川
路
村
（
現
飯
田
市
）
注
記
の
「
A‒

624-

1-

2
」
に
貼
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
時
期
、
〇
〇
年
代
の
半
ば
あ
た
り
に
採
集
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
水
稲
荷
境
内
の
注
記
の
あ
る
「
A‒

624-

1-

3
」
も

一
九
〇
〇
〜
〇
四
年
の
間
で
の
早
稲
田
大
学
へ
の
出
講
時
期
で
の
採
集
で
あ
る
こ
と

は
濃
厚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
〇
〇
〜
〇
六
年
に
お
い
て
、
柳
田
の
考
古
遺
物
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。

　
『
石
神
問
答
』
に
見
ら
れ
る
山
中
共
古
達
と
の
三
四
通
の
書
簡
の
や
り
と
り
、『
考

古
界
』に
は
じ
め
て
投
稿
掲
載
さ
れ
た「
十
三
塚
」が
一
九
一
〇
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
稿
で
対
象
と
し
た
考
古
遺
物
三
点
お
よ
び
樺
太
旅
行
で
採
集
し
た
考
古
遺
物
含
め

て
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
柳
田
が
考
古
学
的
関
心
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
）
14
（

。

　

〇
〇
年
代
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
知
と
本
来
の
農
政
官
僚
と
し
て
の
仕
事
そ
し
て
養

嗣
子
、
結
婚
と
い
っ
た
人
生
の
転
機
が
訪
れ
て
い
る
時
代
の
中
で
、
樺
太
旅
行
で
の

考
古
資
料
と
上
記
三
点
の
考
古
資
料
は
ま
っ
た
く
同
じ
時
期
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
〇
〇
年
代
は
日
露
戦
争
、
日
韓
協
約
と
韓
国
併
合
へ
の
道
筋
を
た
ど
る
、
日

本
が
外
交
上
大
き
な
う
ね
り
の
中
に
あ
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
、

柳
田
自
身
は
官
僚
と
し
て
国
外
、
外
側
に
向
け
た
活
動
よ
り
も
、
日
本
の
国
内
、
日

本
列
島
に
住
ま
う
人
々
の
歴
史
の
方
に
関
心
、
焦
点
を
持
つ
、
い
わ
ば
日
本
の
内
側

へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
中
で
の
行
動
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
。
考
古
遺
物

の
採
集
は
そ
の
当
時
の
柳
田
の
博
物
学
的
関
心
に
よ
る
活
動
と
も
い
え
る
。

　

一
九
一
〇
年
代
か
ら
先
の
活
動
は
、
新
渡
戸
稲
造
達
と
の
郷
土
会
開
催
、
つ
ま
り

広
範
囲
に
わ
た
る
専
門
分
野
の
識
者
に
よ
る
研
究
会
活
動
か
ら
、会
誌
『
郷
土
研
究
』

へ
の
接
続
、
そ
し
て
特
に
信
州
そ
し
て
伊
那
を
中
心
と
し
た
郷
土
教
育
の
活
動
へ
の

関
わ
り
と
展
開
す
る
。
柳
田
に
と
っ
て
〇
〇
年
代
は
、
そ
の
よ
う
な
一
九
一
〇
年
代

の
活
動
が
展
開
す
る
前
段
階
の
、
博
物
学
的
関
心
が
萌
芽
し
拡
大
し
て
い
く
時
期
で

あ
っ
た
と
も
意
味
づ
け
ら
れ
る
。
柳
田
研
究
に
お
い
て
は
初
期
に
あ
た
る
時
期
で
は

あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
〇
〇
年
代
に
お
け
る
考
古
遺
物
採
集
は
、
柳
田
の
青
壮
年
期

の
関
心
が
う
か
が
え
る
資
料
で
あ
る
と
意
味
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
筆
者
の
見
立
て
に
過
ぎ
な
い
が
、
上
記
四
点
に
あ
げ
た
人
生
の
転
機
と
は
別

に
、
の
ち
に
示
し
た
「
民
俗
資
料
の
分
類
」（『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
に
収
録
）
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
末
尾
で
は
あ
る
が
記
し
て
お
き
た
い
。
柳
田
は
民
俗
資
料

を
「
有
形
文
化
」「
言
語
芸
術
」「
心
意
現
象
」
の
三
つ
の
部
門
に
分
類
し
、
民
俗
資

料
に
お
け
る
目
と
耳
そ
し
て
感
性
を
通
じ
た
観
察
の
道
筋
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
柳
田
が
示
し
た
の
は
一
九
三
二
〜
三
三
年
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
民
俗
資

料
の
中
で
示
し
た
「
有
形
文
化
」
は
、
他
の
二
つ
の
部
門
よ
り
も
紙
幅
を
割
い
て
お

り
、
順
に
項
目
立
て
を
あ
げ
る
と
、「（
一
）
住
居
、（
二
）
衣
服
、（
三
）
食
物
、（
四
）

交
通
、（
五
）
労
働
、（
六
）
村
、（
七
）
連
合
、（
八
）
家
、（
九
）
親
族
、（
一
〇
）

婚
姻
、（
一
一
）
誕
生
、（
一
二
）
厄
、（
一
三
）
葬
式
、（
一
四
）
年
中
行
事
、（
一
五
）

神
祭
、（
一
六
）
占
法
、（
一
七
）
呪
法
、（
一
八
）
舞
踊
、（
一
九
）
競
技
、（
二
〇
）

童
戯
と
玩
具
」
と
な
り
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
）
15
（

。
紙
幅
を
割
い
て
い
る
の
は
、
観

察
の
視
点
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
項
目
が
多
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

こ
の
分
類
は
民
俗
資
料
に
お
け
る
も
の
で
、
考
古
遺
物
に
関
し
て
は
直
接
に
当
て
は

め
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
旅
人
の
視
点
つ
ま
り
村
の
外
か
ら
見
た
人
間
の

観
察
視
点
と
し
て
「
目
に
映
ず
る
も
の
」
を
い
か
に
意
識
的
に
広
く
観
察
す
る
か
を

示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
柳
田
自
身
は
〇
〇
年
代
、
産
業
組
合
講
習
会
な
ど
日
本
各

地
を
旅
で
回
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
目
に
映
ず
る
も
の
」
か
ら
の
博
物
学
的
な

観
察
視
点
を
熟
成
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
る
経
験
的
な
知
を
蓄
積
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
〇
〇
年
代
に
お
け
る
柳
田
が
採
集
し
た
考
古
資
料
は
、
民
俗
資

料
と
い
っ
た
認
識
分
類
と
は
別
に
文
書
資
料
と
は
別
の
角
度
か
ら
見
る
資
料
と
し
て

大
き
く
捉
え
た
観
察
の
も
と
集
め
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
残
さ
れ
た
柳
田
旧
蔵

考
古
資
料
は
、
遺
物
の
表
採
―
も
っ
と
も
表
採
で
は
な
く
旅
先
で
他
人
か
ら
譲
り
受

け
た
こ
と
も
想
定
は
さ
れ
る
が
―
を
通
じ
て
、
ほ
か
の
民
俗
資
料
と
し
て
認
識
す
る

国立歴史民俗博物館研究報告
第 202集　2017年 3月



281

［博物学的関心の深化と人生の転機］……和田 健

（
1
）　

柳
田
に
と
っ
て
農
政
学
と
の
関
わ
り
を
挫
折
と
捉
え
る
の
が
妥
当
か
ど
う
か
は
意
見
の
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
評
価
と
は
別
に
「
農
政
学
」
と
の
関
わ
り

の
の
ち
に
「
民
俗
学
」
の
誕
生
へ
と
連
続
し
て
い
る
見
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
柳
田
学
を
研
究
す
る

識
者
に
と
っ
て
は
あ
る
程
度
共
通
し
て
い
る
見
方
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
柳
田
の
思
想
を
見

る
観
点
に
彼
の
人
生
経
験
、
興
味
関
心
な
ど
を
絡
ま
せ
て
み
る
こ
と
は
妥
当
な
見
方
で
あ
る
。

例
え
ば
後
藤
総
一
郎
氏
は
「
そ
の
誕
生
か
ら
死
に
い
た
る
ま
で
の
、
体
験
と
生
活
と
営
為
の
す

べ
て
が
注
が
れ
て
創
造
さ
れ
構
築
さ
れ
た
の
が
、
柳
田
学
で
あ
っ
た
、
と
い
う
感
慨
が
強
い
。」

〔
後
藤
一
九
七
六
年 

八
頁
〕
と
総
括
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
柳
田
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
補

助
線
と
し
て
考
察
す
る
方
法
と
い
え
る
。

（
2
）　

柳
田
の
思
想
を
捉
え
る
と
き
に
、
柳
田
自
身
の
人
生
を
時
期
的
に
区
分
し
て
捉
え
直
そ
う
見

方
は
多
い
。
例
え
ば
赤
坂
憲
雄
氏
は
柳
田
の
思
想
の
流
れ
に
つ
い
て
柳
田
の
人
生
全
体
を
「
初

期
・
前
期
・
後
期
」
と
区
分
し
、
前
期
以
前
を
民
俗
学
以
前
と
す
る
見
方
か
ら
柳
田
の
テ
キ

ス
ト
群
を
読
み
取
る
方
法
を
示
し
て
い
る
〔
赤
坂
一
九
九
四
年 

二
三
頁
〕。

（
3
）　

引
用
は
『
定
本　

柳
田
国
男
集
』
別
巻
三
〔
一
九
七
一
年 

一
七
二
頁
〕
に
依
っ
た
。

（
4
）　

ど
の
よ
う
な
行
程
で
柳
田
が
移
動
し
た
か
は
今
後
の
史
料
研
究
の
中
で
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
推
測
の
域
で
あ
る
こ
と
を
御
寛
恕
賜
り
た
い
。
一
九
〇
一
年

の
段
階
で
は
足
利
か
ら
は
日
本
鉄
道
と
な
っ
た
両
毛
線
が
桐
生
、
前
橋
ま
で
接
続
し
、
高
崎
ま

で
開
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
高
崎
か
ら
は
官
設
鉄
道
で
あ
っ
た
信
越
本
線
が
横
川
、
軽
井
沢
間

も
開
通
を
し
て
い
る
の
で
、
柳
田
の
長
野
ま
で
の
行
程
は
以
上
の
行
程
で
の
鉄
道
利
用
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）　

城
山
館
は
長
野
市
に
一
八
八
七
年
に
作
ら
れ
た
公
会
堂
で
あ
る
。
後
の
憲
政
護
憲
運
動
な
ど

の
集
会
な
ど
で
使
わ
れ
た
場
所
で
あ
る
。

（
6
）　

初
め
て
の
飯
田
の
訪
問
に
つ
い
て
は
柳
田
に
よ
る
『
故
郷
七
十
年
』『
東
国
古
道
記
』
の
ほ

か
、
飯
田
と
の
関
わ
り
で
の
研
究
で
は
後
藤
総
一
郎
氏
の
「
柳
田
國
男
の
経
済
思
想　

民
俗

学
と
農
政
学
の
間
」〔
一
九
七
六
年 

八
―
一
六
頁
〕
お
よ
び
村
沢
武
夫
氏
「
柳
田
國
男
と
飯
田
」

〔
一
九
七
六
年 

二
三
―
二
九
頁
〕
に
も
詳
し
い
。
い
ず
れ
も
『
伊
那
民
俗
研
究
』
に
よ
る
特
集
号

で
あ
る
。
ま
た
時
を
経
て
同
誌
に
は
一
九
九
〇
年
、
福
田
ア
ジ
オ
氏
、
篠
原
徹
氏
に
よ
る
柳

田
の
ご
子
息
為
正
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
飯
田
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

も
公
開
さ
れ
て
い
る

（
7
）　

単
純
に
地
理
的
な
行
程
だ
け
を
考
え
た
場
合
、
豊
科
か
ら
大
町
ま
で
の
最
短
距
離
で
小
諸
を

経
由
す
る
の
は
迂
回
す
る
経
路
と
な
る
。
ど
の
よ
う
な
周
遊
と
な
っ
た
か
は
当
時
す
で
に
開

業
し
て
い
た
篠
ノ
井
線
、
信
越
本
線
で
の
経
由
が
想
像
さ
れ
る
が
、
十
分
に
経
路
を
確
定
す

る
だ
け
の
根
拠
は
な
い
の
で
、﹇
地
図
1
﹈
に
記
し
た
⑳
か
ら
㉑
へ
の
矢
印
は
小
諸
を
経
由
し

な
い
で
記
す
こ
と
と
し
た
。

（
8
）　

以
下
年
譜
で
は
、「
三
月
一
日　

同
県
伊
里
村
穂
浪
の
正
宗
家
に
遊
ぶ
。
三
月
三
日　

大
阪

で
博
覧
会
を
見
物
。
三
月
一
〇
日　

奈
良
月
ヶ
瀬
に
遊
ぶ
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
岡
山
か
ら

関
西
圏
ま
で
の
短
い
移
動
期
間
で
旅
行
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

（
9
）　
「
児
玉
」
は
現
在
の
埼
玉
県
児
玉
郡
か
旧
児
玉
町
（
現
在
の
埼
玉
県
本
庄
市
）
を
指
す
の
か

特
定
し
が
た
い
の
で
、
本
文
中
に
現
在
の
行
政
名
は
入
れ
て
い
な
い
。

（
10
）　

引
用
は
『
定
本　

柳
田
国
男
集
』
別
巻
三
〔
一
九
七
一
年 

一
七
四
頁
〕
に
依
っ
た
。

（
11
）　

本
書
の
著
者
名
は
勘
内
氏
の
子
息
で
あ
る
友
男
氏
だ
が
、
本
全
体
の
構
成
に
関
わ
り
、
は
し

が
き
を
記
し
た
の
は
友
男
氏
の
子
息
勘
司
氏
で
あ
る
。

（
12
）　

信
州
旅
行
の
詳
細
に
つ
い
て
も
、
柳
田
が
飯
田
の
親
族
宛
に
（
大
町
か
ら
）
書
い
た
手
紙
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
柳
田
の
講
演
旅
行
な
ど
で
全
国
の
他
の
地
域
よ
り
も
詳
細
に
理

解
で
き
る
一
助
に
な
っ
て
い
る
側
面
も
合
わ
せ
て
持
つ
と
い
え
る
。

（
13
）　

川
路
と
の
関
わ
り
で
い
う
な
ら
ば
、
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
に
民
俗
の
会
（
の
ち

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に
伊
那
民
俗
研
究
会
に
名
称
変
更
）
が
発
足
し
た
と
き
の
中
心

メ
ン
バ
ー
が
中
島
繁
男
氏
、
牧
内
武
史
氏
、
熊
谷
奣
氏
で
あ
り
、
川
路
村
在
住
の
「
川
路
農

民
美
術
組
合
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
樺
太
で
採
集
し
た
遺
物
と
同

じ
種
類
の
注
記
ラ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
能
性
と
し
て
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

（
14
）　

佐
野
賢
治
氏
は
石
神
問
答
や
十
三
塚
考
な
ど
を
収
録
し
た
文
庫
版
の
解
説
で
、
明
治
四
三
年

（
一
九
一
〇
年
）
を
「
柳
田
国
男
の
生
涯
と
民
俗
学
の
形
成
に
と
っ
て
、
明
治
四
十
三
年
は
ひ

と
つ
の
画
期
で
あ
っ
た
。」〔
佐
野
一
九
九
〇
年 

五
六
三
頁
〕と
述
べ
て
い
る
。
石
神
問
答
の
刊
行
、

民
俗
学
的
思
考
の
萌
芽
、
郷
土
会
の
設
立
の
な
か
で
一
九
一
〇
年
を
ひ
と
つ
の
転
機
と
し
て

捉
え
て
い
る
が
、
そ
の
前
段
階
に
お
け
る
〇
〇
年
代
は
国
内
お
よ
び
樺
太
で
の
考
古
遺
物
の

採
集
で
あ
っ
た
と
合
わ
せ
て
意
味
づ
け
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

（
15
）　

引
用
箇
所
の
「
民
俗
資
料
の
分
類
」
は
、
刀
江
書
房
版
お
よ
び
一
九
七
〇
年
刊
行
の
『
定
本

柳
田
国
男
集
』
第
二
五
巻
筑
摩
書
房
版
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
文
庫
版
九
九

―
一
八
九
頁
に
依
拠
し
た
。
文
庫
版
解
題
に
よ
る
と
「
民
俗
資
料
の
分
類
」
は
村
落
社
会
学

会
委
嘱
に
よ
っ
て
柳
田
が
昭
和
七
年
一
一
月
か
ら
八
年
八
月
ま
で
に
か
け
て
行
わ
れ
た
口
述

を
小
林
正
熊
氏
が
整
理
し
た
も
の
を
、
一
九
六
七
年
に
筑
摩
書
房
に
よ
り
増
補
版
で
出
て
以

註 も
の
も
含
め
、
博
物
学
的
関
心
の
な
か
で
「
目
に
映
ず
る
も
の
」
を
総
合
的
に
捉
え

て
い
た
足
跡
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
少
し
う
が
っ
た
見
方
か
と
は
思

う
が
、
柳
田
の
人
生
に
お
け
る
〇
〇
年
代
は
、「
有
形
文
化
」
の
捉
え
る
術
を
見
出

し
て
い
く
転
機
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
過
程
の
中
に
講
演
旅
行
が
あ

り
、
遺
物
採
集
が
あ
っ
た
と
い
う
見
取
り
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
の
で

あ
る
。
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赤
坂　

憲
雄　
『
柳
田
国
男
の
読
み
方
―
も
う
ひ
と
つ
の
民
俗
学
は
可
能
か
』
ち
く
ま
新
書

一
九
九
四
年

伊
藤　

純
郎　
『
柳
田
國
男
と
信
州
地
方
史
「
白
足
袋
史
学
」
と
「
わ
ら
じ
史
学
」』
刀
水
書
房

二
〇
〇
四
年

胡
桃
沢
友
男　
『
柳
田
國
男
と
信
州
』
岩
田
書
院　

二
〇
〇
四
年

後
藤
総
一
郎　
「
柳
田
国
男
と
飯
田
」（
柳
田
国
男
研
究
所
運
営
委
員
会
編･

発
行
『
伊
那
民
俗
研

究
』
第
一
巻
）
一
九
九
〇
年

後
藤
総
一
郎　
「
柳
田
國
男
の
経
済
思
想　

民
俗
学
と
農
政
学
の
間
」（『
伊
那
』
第
二
四
巻
一
号

八
―
一
六
頁　

伊
那
文
化
研
究
社
）
一
九
七
六
年

後
藤
総
一
郎
監
修　

柳
田
国
男
研
究
会
編
著
『
柳
田
国
男
伝
』、『
別
冊　

柳
田
國
男
伝
』
三
一
書

房　

一
九
八
八
年

佐
野　

賢
治　
「
解
説
」（
柳
田
国
男
『
柳
田
国
男
全
集
一
五　

石
神
問
答　

大
白
神
考
ほ
か
』　

ち
く
ま
文
庫　

一
九
九
〇
年　

篠
原
徹
、
福
田
ア
ジ
オ　
「
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

柳
田
国
男
と
柳
田
家
―
柳
田
為
正
氏
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
記
録
―
」（
柳
田
国
男
研
究
所
運
営
委
員
会
編･

発
行
『
伊
那
民
俗

研
究
』
第
一
巻　

一
九
九
〇
年
）

定
本
柳
田
國
男
集
編
纂
委
員
会
編　
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
別
巻
五
新
装
版　

筑
摩
書
房　

一
九
七
一
年

柳
田　

國
男　
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』刀
江
書
房　

一
九
三
五
年（
柳
田
國
男『
柳
田
國
男
全
集
』

第
二
八
巻　

ち
く
ま
文
庫　

一
九
九
〇
年
）

柳
田　

國
男　
『
東
国
古
道
記
』
郷
土
研
究
会　

一
九
五
二
年
（
柳
田
國
男
『
定
本
柳
田
國
男
集
』

第
二
巻　

筑
摩
書
房　

一
九
六
八
年
）

柳
田　

國
男　
『
故
郷
七
十
年
』
じ
ぎ
く
文
庫　

一
九
五
九
年
（
柳
田
國
男
『
定
本
柳
田
國
男
集
』

別
巻
三　

新
装
版　

筑
摩
書
房　

一
九
七
一
年
）

柳
田
國
男
記
念
伊
那
民
俗
学
研
究
所
編　
『
柳
田
國
男
と
飯
田　

ま
こ
と
君
の
一
研
究
』
飯
田
市

教
育
委
員
会　

一
九
九
六
年

牧
田　
　

茂　
『
柳
田
國
男
』
中
公
新
書　

一
九
七
二
年

簑
原　

泰
彦　
『
柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
遺
物
入
手
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
』﹇
私
家
版
﹈

村
沢　

武
夫　
「
柳
田
國
男
と
飯
田
」（
伊
那
史
学
会
『
伊
那
』
二
四
巻
一
号　

二
三
―
二
九
頁　

伊
那
文
化
研
究
社
）
一
九
七
六
年

（
参
照U

RL

）

長
野
県
立
歴
史
館　

長
野
県
内
の
遺
跡

　

http:

／
／w

w
w
.npm

h.net

／site

／index.php　
（
二
〇
一
五
年
四
月
一
〇
日
閲
覧
）

参
考
文
献

降
収
録
さ
れ
た
と
い
う
〔
柳
田
一
九
九
〇
年 

六
四
五
頁
〕。

東
京
都
遺
跡
地
図
情
報
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
サ
ー
ビ
ス
（
東
京
都
教
育
委
員
会
）

　

http:

／
／tokyo-iseki.jp

／m
ap.htm

l#　
（
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
閲
覧
）

早
稲
田
水
稲
荷
神
社

　

http:

／
／m

izuinari.net

／index.htm
l　

（
二
〇
一
五
年
五
月
一
日
閲
覧
）

福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ま
ほ
ろ
ん

　

http:

／
／w

w
w
.m
ahoron.fks.ed.jp

／search.htm
l　

（
二
〇
一
五
年
五
月
一
〇
日
閲
覧
）

（
千
葉
大
学
国
際
教
養
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
者
）

（
二
〇
一
五
年
七
月
一
七
日
受
付
、
二
〇
一
六
年
一
月
二
九
日
審
査
終
了
）
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The Development of Kunio Yanagita’s Interest in Field Studies and the 
Turning Point in His Life : Focusing on His Three Archaeological Artifacts 
and His Life in the First Decade of the 20th Century

This paper examines the archaeological materials collected by Kunio Yanagita to deduce the 

context of his collecting practices and correlate them with his academic interests. In particular, the 

focus is on three ancient artifacts he allegedly obtained in Japan. They seem to have been added to his 

collection in the first decade of the 20th century (hereinafter referred to as “the ’00s”). It corresponded 

to the time when he developed an interest in field studies while working on his early trilogy: “Tōno 

Monogatari (The Legends of Tōno),” “Ishigami Mondō (Dialogue on Ishigami ),” and “Nochi no 

Karikotoba no Ki (A Record of Boar Hunting) .” The ’00s were also the decade when he went through 

various life transitions, such as graduating from university, finding employment with the Ministry of 

Agriculture and Commerce, becoming an adopted heir, and getting engaged to be married. According 

to the labels on these three artifacts, they came into his possession while he was on a lecture tour 

around Japan for the Industry Association or while he was serving as a lecturer of agro-politics at 

Waseda University. He seems to have collected these three archaeological materials as reference 

information for his research activities in the ’00s. During this period, he exchanged 34 letters with 

Kyōko Yamanaka and others for “Ishigami Mondō,” worked on the study of the Thirteen Mounds, and 

collected archaeological artifacts on a trip to Sakhalin while working for the Ministry of Agriculture 

and Commerce. Although the ’00s were the time when Japan was involved in a major transformation 

of international relations through the Russo-Japanese War, the Japan-Korea Convention, and the 

annexation of Korea, Yanagita was developing an interest in domestic issues (the anthropology and 

history of the Japanese archipelago), rather than engaging in foreign affairs (diplomatic activities) as 

a government official. Thus, the archaeological materials collected by Yanagita were considered as 

evidence that he developed an interest in field studies as a young adult in the ’00s.
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